
































































































































































































































5クリフォード･ギアーツ著､青田禎吾 ･柳川啓一 ･中牧弘允 ･板橋作美訳 『文化の解釈学』Ⅰ､岩
波書店､1987年､pp.8-90
6拙稿 ｢幼児教育の実習生に必要とされる能力としてのリテラシー ー本学教育実習における学生の
｢書く｣能力の現状を手がかりに･その1｣上田女子短期大学児童文化研究所編 『児童文化研究所所
報』第35号､2007年｡
7磯部裕子､山内紀幸編著『幼児教育 知の探求1 ナラテイヴとしての保育学』萌文書林､2007年｡
8佐伯群は次のように述べている｡｢文化からの取り込みは､人が他人や社会との相互交渉によって行
っていく｡自らの認識からのわき起こりは､自らの認識を吟味し､反省するプロセスで得られる｡/
ここで､重要なことは､文化からの取り込みと自らの認識からのわき起こりが､相互にかかわりあい､
出会うということである｡すなわち､文化の中で実践されているさまざまな知的探求の試みは､ただ
単にその文化の中で生活する人の周辺で行われているということだけで､その人の心に自然にしみ込
むわけではない｡それは､その人の認識の中での ｢自然なわき起こり｣を触発し､より有効に自己吟
味を達成させ､わかるべきことが自らの自発的選択として文化の中から選びとられて､取り込まれる
のである｡もちろん､人は自らの認識の吟味､発展､矛盾の解消などのスキル自体をも､文化の中か
ら得る｡その意味で､自然なわき起こりといっても､外界からのはたらきかけを必要とするものであ
る｡/このように､文化からの取り込みと､自らの中における必要性のわき起こりとが､相互依存的
な関係をもち､絶えず交渉をもちながら発展していくとき､人は ｢わかろう｣としっづけていくので
ある｡〔-〕人は文化の営みの中から､自らの認識の必然性と合致できるものを取り込み､また､その
ことによって､より深く､文化に参加し､自らと文化との結びつきを強めていく｣(佐伯鮮 rrわかり
方十の探求 思索と行動の原点』小学館､2004年､p.12)0
9前掲 m犬況に埋め込まれた学習 正統的周辺参加』冒頭のウイリアム･F･ハンクスによる序文を
参照｡pp.13-14｡
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